
２０１７年１２月 

「サービス産業におけるベトナム・マッチング視察」開催のご案内 

 

  経済産業省ではベトナムにおいて、外食、小売、教育、宿泊、フィットネス、理美容、娯楽などのサー

ビス産業分野で事業展開をすることにご関心をお持ちの皆さまを対象に、ベトナムのハノイおよびホーチミ

ンにて商談会と企業訪問、現場視察を開催します。 

 

  ベトナムは現在生産拠点としてだけでなく、高い成長率を背景とした富裕層や中間層の拡大から多く

の日系企業の注目を浴びています。近年では、サービス産業分野の投資規制の緩和も進み、外資の事

業展開に有利な環境整備が進んでいます。 

 

  この度、経済産業省では現地企業・政府、進出日系企業との意見交換の場や、現場視察の時間

を設け、さらには実際の進出に向けた具体的な検討を行うため、パートナーとなり得る現地企業や法律・

会計事務所との面談も予定しています。ベトナム現地事情を正しく把握し、現地進出検討にあたりパー

トナー候補の探索を行っていただく機会として十分にご活用いただけることと存じます。 

 

  参加をご希望の皆様は、以下の申請フォームをご記入の上、事務局である野村総合研究所（連絡

先は以下参照）宛てに 1月 12日（金）までにご送付下さい。皆様からのお申し込みをお待ちしており

ます。 

記 

事 業 名 サービス産業におけるベトナム・マッチング視察 

日 時 ２０１８年１月２９日（月）～２月３日（土） 

プログラム

内 容 

【企業訪問】 

 進出済み日系/海外企業との意見交換（進出上のコツや注意点について情報

共有、関係構築） 

 現地企業（フランチャイジー等現地パートナーとなり得る企業）との意見交換 

【現場視察】 

 商業施設（モール、スーパーマーケット、百貨店等）、レストラン店舗、市場等

の視察（1日 3~4箇所、計 12~13箇所の施設・店舗視察を想定） 

※ 視察先は変更の可能性もあり。参加企業の希望に応じて微調整を検討予定。 

【シンポジウム・商談会】 

 日越関連組織によるプレゼンテーション 

 現地パートナー候補企業との商談 

 現地に精通した日系法律・会計事務所との相談会 



 NRI とのビジネス構想・マッチングに係わる相談会 

訪問都市 
 ハノイ（企業訪問、現場視察）  ⇒ DAY1~3 

 ホーチミン（企業訪問、現場視察、商談会）⇒ DAY4~6 

募集対象 
 ベトナムにおいて、外食、小売、教育、ホテル、フィットネス、理美容、娯楽などの

サービス産業分野で事業展開をすることにご関心をお持ちの事業者 

参 加 費 

￥200,000程度の見込み 

※ 下記費用込：①往復航空券、②現地空港―ホテルー視察先間の交通費、③現地宿

泊費、④１日目のディナー・ミーティング飲食費、⑤海外旅行保険 等 

※ 参加人数によって、金額変動の可能性あり 

定 員 

１５名程度（最少催行人数：１０名） 

※ 定員がオーバーする場合は、申し込み頂く際の申請フォームを基に参加企業を選定させ

て頂く場合がございます。 
 

プログラム 

 

［担当］ 

○経済産業省 商務サービスグループ サービス政策課 宮脇・工藤 

E-mail：miyawaki-kensuke@meti.go.jp 

kudo-sayaka@meti.go.jp 

TEL：03-3580-3922 

［調査委託先 担当］ 

○株式会社野村総合研究所 社会システムコンサルティング部 谷本・小松・岡野・原田 

E-mail：ASEAN_service@nri.co.jp、TEL：03-5877-7346 

mailto:miyawaki-kensuke@meti.go.jp
mailto:kudo-sayaka@meti.go.jp
mailto:ASEAN_service@nri.co.jp


申請フォーム 

※1月 12日（金）までに野村総合研究所（連絡先は上記参照）までご送付下さい 

 

会社名  

業種  

所在地 〒 

 

参
加
者 

所属・役職  

名前  

連絡先 Tel:     （    ）         Mail:                        

 
１．今回の視察に参加する動機（複数回答可） 
☐現地企業とのコネクションを作りたい 
☐現地政府とのコネクションを作りたい 
☐進出を検討している他の日系企業（視察参加者）とのコネクションを作りたい 
☐現地現物の施設・文化・嗜好等を体験・経験したい 
☐その他（                                                    ） 
 
２．ベトナムで検討している事業内容 

 
３．上記検討している事業内容の進捗状況 

 
４．視察を通じて実現したい事 

 
５．今回の視察への希望（特に希望する訪問先組織、知りたい事、経験したい事など） 

 
※定員がオーバーする場合、こちらの申請フォームを基に参加企業を選定させて頂く場合がございます。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 


